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Abstract
  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suanshu-shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suanshu-shu.” 
  This is the third article based on our research and results in which we studied the problems 
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［八］今有方堢壔[14]、 方一丈六尺、 高一丈五尺。 問積幾何。 荅曰、 三千八百四十尺。











訳：今、方形の堢壔（正四角柱）がある。（底面の）正方形の 1 辺は 1 丈 6 尺、高さ
















































































　　　＝ 101666 2―3 立方尺
 
訳：今、方亭（正四角錐台）があり、下辺は 5 丈、上辺は 4 丈、高さは 5 丈である。問う、
体積は如何ほどであるか。答えにいう、101666 2―3 立方尺。






































注：（3 5）直方体を、対向する 2 面の対角線を含
む平面で 2 等分して得られる図形が壍堵
である（右図上段参照）。また、直方体の











陽馬の 3 種類の棊を準備し、それらを組み合わせて上広 1 尺、下広 3 尺、高さ 1 尺




















　　　 この術を式で表せば、上方a , 下方 b, 高さhとして方亭の体積 V は
　　　 V=（b-a）2 h―3 +abhとなる。さらに変形すれば、本文［一〇］の術の式







できるようにしたのである。たとえば、方亭の上辺が 1 尺、下辺が 3 尺、高さが 1
尺と仮定した場合、使用する棊は、中央の立方体が 1 個、四面の壍堵が 4 個、四隅
の陽馬が 4 個になる。上下 2 辺を掛け合わせると、 3 平方尺になり、高さを掛ける
と、 3 立方尺の体積を得る。これは中央の立方体 1 個、四面の壍堵それぞれ 1 個（の




馬それぞれ 2 個（の体積）である。上辺を自乗し、高さを掛けると、 1 立方尺の体積
を得る。これは、また中央の立方体 1 個（の体積）である。凡そ 3 種類の棊は、（中

















　　　= 527 7―9 立方尺



















































































































なる。この場合、まさに分母の 3 を相乗じて 9 を得て、それを法として割るべきであ
る。さらに 3 で割ると、方亭の体積を得る。方亭から円亭の体積を求めるのは、方冪（正
方形の面積）の中に円冪（内接円の面積）を求めるのと同様である。すなわち、円率 3
を掛け、方率 4 で割ると、円亭の積を得る。先に方亭の積を求めた際には 3 で割った
のであるが、今、円亭の積を求める際には 3 を掛ける。 2 つの母数は同じであるから、




































注：（4 9）方錐は、右図のように切断すると、陽馬 4 個に分割できる。
　　（5 0）術文の「下方自乘、以高乘之」




訳：按ずるに、この術において、例えば方錐が下方 2 尺、高 1 尺であれば、すなわち 4 個
の陽馬になる。（方錐の）術文に従って（陽馬から方錐を）作ると、12個の陽馬を用い









　　　円錐の体積 ＝ （下周35尺）2×高さ51尺÷36 ＝ 1735 5―12立方尺








































注：（5 5）劉徽は、術文の「下周自乗」に着眼して、下周の長さを底面の 1 辺とする大方
錐を考える。大方錐と円錐の水平方向の断面は、正方形と正円になり、その面積の
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